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は  じ  め  に 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、地震、津波さらには

原子力災害を伴う未曽有の大災害となりました。消防には、地域の安全安

心を守ることに加え、これら大規模、広域災害や特殊災害に対する地域を

越えた防災協力体制の確立が求められています。 

この年報は、平成２５年４月１日現在における消防体制及び平成２４年

中の災害状況等を収録し、今後の消防行政の効率的な運営と消防力の強化

に資するとともに、消防事情を一般に紹介することを目的に編集したもの

です。 

本市はこれからも、消防力及び消防体制の充実に努め、火災などの災害

を未然に防止し、安全安心なまちづくりを推進することに全力を挙げて取

り組んでまいります。 

消防関係者はもとより、この年報を広く活用いただければ幸いに存じま

す。 

平成２５年１０月 

瀬戸市消防本部 



一 目 統 計 平成２５年４月１日現在 

面積・人口等 

自 然 環 境 

面積 人口 世帯 気象（Ｈ24年中） 

111.61k㎡ 132,130人 53,220世帯 
年平均気温  15.0℃ 
年平均湿度  76.0% 
年間降水量 1,325㎜ 

消 防 予 算 

構 成 人 員 

消防予算 署所数 職員数 団員数 

11億 8,702万円 

市民一人当たり 
8,983円 

消防本部 1 

消 防 署 1 

分  署 2 

126人 

（内女性 2人） 

253人 

（内女性 15人） 

消 防 車 両 

水 利 

ポンプ車等 特殊車両等 救急車 水利 

タンク車 3台 

ポンプ車 4台 
はしご車等 8台 高規格救急車 4 台 

消火栓  2,983基 
防火水槽等 517基 
(その他の水利を含む) 

災 害 件 数 

（Ｈ２４年中） 

火災 主な火災原因 救急 救助 

59件 

出火率 4.5件／万人 

放火・放火の疑い 19件 
火あそび５件 
たばこ、焼却炉、電気

装置が各３件 

出動件数5,192件 

搬送人員4,760人 

出動件数 71件 

救助人員 44人 

予    防 

消防関係団体 

防火対象物数 危険物施設数 消防同意数 消防関係団体 

幼年消防クラブ 
26クラブ 

少年消防クラブ 

29クラブ 
婦人防火クラブ 

11クラブ 

自衛消防連絡協議会 
16事業所 

危険物安全協会 

372事業所 

4,879件 
製造所    1件 
貯蔵所  240件 
取扱所  119件 

68件 



平成２４年度目標達成指標 

指標 単位 基準値 目標値 実績値 

出火率 件 5.2 4.4 4.5 

※ 出火率とは、人口１万人当たりの火災件数をいう。 （Ｐ２５参照） 

指標 単位 基準値 目標値 実績値 

救命率 ％ 20 22 56 

※ 救命率とは、目撃のある突然心肺停止及びＡＥＤの使用対象の （Ｐ４１参照） 

救急患者のうち、１か月後に社会復帰できた割合をいう。 

指標 単位 基準値 目標値 実績値 

消防団員数 人 228 258 253 

（Ｐ７参照） 

指標 単位 基準値 目標値 実績値 

消防水利の充足率 ％ 98 98.3 98.4 

（Ｐ１６参照） 

指標 単位 基準値 目標値 実績値 

火災による損害額 千円 120,601 111,200 82,769 

（Ｐ２５参照） 



             

 

1 瀬戸・尾張旭消防指令センターの運用開始 

   瀬戸市と尾張旭市は、消防通信指令業務の共同 

運用に伴い「瀬戸・尾張旭消防指令センター」を 

開設し、平成２４年１２月１日から運用を開始し 

ました。ＧＰＳ機能を活用した車両位置管理シス 

テムやメールによる出動指令装置等が導入された 

ことにより、現場到着時間の短縮及び非常参集体 

制の迅速化が図られ、二市の境界付近で発生した 

災害においても、より迅速な対応が可能となりま 

した。 

 

 

２ 消防団訓練場の開設 

   消防団訓練場は、地域を守る要となる消防団

員の災害対応能力を高め、安全で確実な活動を

培う場として、陶原公民館グランドに設けられ、

平成２４年１１月１日から運用が開始されまし

た。広さは約１，５００㎡あり、水防工法など

の訓練はもちろん、愛知県消防操法大会に出場

する分団の訓練場所としても活用されます。 

  

３ 住宅用火災警報器の設置推進 

平成２５年６月１日時点で、瀬戸市の推計設置

率は８５．７％となっていますが、ここ数年に発生した火災による死者の多くが住宅

用火災警報器未設置の世帯でした。 

   今後は、①住宅用火災警報器の未設置世帯に対する働きかけの強化、②住宅用火災

警報器の奏功事例等の積極的な周知、③住宅用火災警報器の維持管理に関する広報の

強化を継続して進めていきます。 

【住宅用火災警報器の推計設置率】 

項 目 瀬戸市 愛知県 全 国 

平成２４年６月１日 ７５．６％ ８１．４％ ７７．５％ 

平成２５年６月１日 ８５．７％ ８１．６％ ７９．８％ 

※ 推計設置率とは、市町村が実施した住宅用火災警報器設置アンケートの結果を基に

消防庁が独自に推計した値をいう。 



４ 救急安心たまご事業 

救急安心たまご事業とは、既往症や緊急時の連絡先などの情報を記入した用紙をた

まご型のカプセルに入れ、冷蔵庫内のたまごケースに置いておくというもので、冷蔵

庫のドアに貼られたシールを目印に救急隊が必要時に情報を確認し、迅速な処置・連

絡等が行えるよう始めたものです。平成２２年度から主に高齢者を対象に各連区の民

生委員児童委員の皆様方のご協力をいただき、約５，５００世帯に設置され、奏功例

も年間数件報告されています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５ わんわん消防隊の結成 

わんわん消防隊とは、愛犬の首輪等に消防隊メダルをつけ、飼い主が消防隊員証を

携行して散歩することで、防火・防災等の広報に協力いただくものです。 

平成２４年９月１日（土）から１０月３１日（水）の２か月間、市民の皆さんに入

隊を募集したところ、飼い主１４１名、愛犬１６７頭の登録をいただき、平成２４年

１１月１８日（日）には瀬戸蔵北広場でわんわん消防隊結成式を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防隊員証 

 

消防隊メダル（裏） 

消防隊メダル（表） 

 

 

たまご型カプセル 

（冷蔵庫目印シール） 
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年別

昭和　４年 市 制 施 行 28.01 31,276 6,916

昭和２６年 水野村合併 50.67 54,779 11,670

昭和３０年 幡山村合併 71.36 64,681 13,588

昭和３４年 品野町合併 110.34 79,449 16,636

平成２５年 ４月１日現在 111.61 132,130 53,220

市　　　　勢　　　　概　　　　要

面　積（㎢） 人　　口（人） 世　　帯変　　遷

名古屋市 

瀬戸市 

※ 「おもてなしのこころ」にあふれた交流盛んなまちを象徴するシンボルマークとして平成１３年度に公

募・決定しました。 『まるっと』とは「全部、まるごと」を意味するこの地方のことばです。 

 瀬戸市は、中部経済圏の中心地である名古屋市の中心から北東約２０ｋｍに位置し、東

西１２.８ｋｍ、南北１３.６ｋｍのほぼ円形を示し、面積１１１．６１ｋ㎡の行政区域を

有しており、緑豊かなまちです。 

 瀬戸といえば、やきもののまち。その代名詞となる「せともの」には、１，３００年の

歴史と伝統が息づいています。 

 本市の都市戦略の要となるのが「せと・まるっとミュージアム」であり、国際博覧会で

芽吹いた市民の力が一層発揮できる舞台づくりに取り組み、人々が集い、交流し、学ぶこ

とにより、躍動感あるまちづくりを市民の皆さんと一緒に進めています。 

項目 




